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ご使用いただける用途および適用試料

高濃度の塩類を含有する溶液中の微量金属元素が分析可能です。

かん水・海水中の極微量金属分析

Cat.No 3S2J-139-00-131016

● かん水や海水から必要な成分を回収する際に問題となる、重金属などの有害物質や不純物元素の確認や、希
土類などの有用な微量元素の含有量確認などにご利用いただけます。

● アルカリ金属およびアルカリ土類金属の塩を含有してする溶液が対象となります。（アルカリ金属およびアルカリ
土類金属は回収できません。測定対象となる元素は図-2の赤色になります。）

分析方法（ 固相分離 ）の概要

● 固相分離の手順は、図-1の通りです。

試料溶液 pH 調製

測定

固相カラム洗浄

固相カラム通液

ICP-MS, ET-AAS

溶出

図-1 固相分離手順
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図-2 測定対象元素

図-3 固相カラム

測定に用いる分析機器は
対象元素・濃度により決定します。

● これまで、高濃度の塩類を含有する溶液では、測定の際に試料の希釈が必要であったため、微量濃度域の測定
は困難でしたが、固相分離技術を利用することで、塩類の影響を排除した測定が可能となり0.1 ppb レベル※ の
測定が可能です。 ※） サンプル溶液が50mlの場合

● 本技術は、対象溶液の液性により適用の可否が異なりますので、詳細はお問い合わせください。




